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５
月
１
日(

水)

第
95
回

広
島
県
中
央
メ
ー
デ
ー
が

開
催
さ
れ
、
全
体
で
４
０

０
名
う
ち
広
島
自
治
労
連

か
ら
約
90
名
が
参
加
し
ま

し
た
。 

 

10
時
に
平
和
公
園
噴
水

前
を
出
発
し
会
場
の
ハ

ノ
ー
バ
ー
庭
園
ま
で
「
公

務
公
共
サ
ー
ビ
ス
を
拡
充

さ
せ
よ
う
」
等
を
コ
ー
ル

し
な
が
ら
デ
モ
行
進
し
、

11
時
か
ら
メ
ー
デ
ー
次
第

に
沿
っ
て
進
行
さ
れ
ま
し

た
。 

 

神
部
泰
広
島
県
労
連
議

長
が
、
「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵

略
反
対
、
ガ
ザ
で
の
即
時

停
戦
、
大
幅
賃
上
げ
、
最

低
賃
金
引
き
上
げ
な
ど
、

日
本
の
闘
う
労
働
組
合
と

共
通
の
課
題
を
掲
げ
、
ス

ト
ラ
イ
キ
や
デ
モ
等
で
要

求
を
勝
ち
取
っ
て
い
る
世

界
の
労
働
者
と
連
帯

し
、
闘
い
を
飛
躍
さ

せ
よ
う
」
と
あ
い
さ

つ
し
ま
し
た
。 

 

活
動
報
告
で
は
、
広
島

自
治
労
連
と
市
民
団
体
が

「
中
央
図
書
館
移
転
問

題
」
に
つ
い
て
太
鼓
の
音

頭
と
シ
ュ
プ
レ
を
組
み
合

わ
せ
ア
ピ
ー
ル
し
、
プ
ラ

カ
ー
ド
コ
ン
テ
ス
ト
で
は

女
性
部
が
加
盟
す
る
は
た

ら
く
女
性
実
行
委
員
会
が

「
憲
法
を
守
り
い
か
す
政

治
VS
樹
液
を
吸
い
取
る
政

治
」
が
見
事
１
位
を
獲
得

し
ま
し
た
。 

 

メ
ー
デ
ー
宣
言
が
採
択

さ
れ
、
労
働
者
の
団
結
を

力
強
く
誓
い
合
い
、
人
間

ら
し
く
ま
と
も
に
生
活
で

き
る
職
場
と
地
域
の
実
現

を
め
ざ
し
ま
す
。 

世
界
と
つ
な
が
り 

要
求
を
勝
ち
取
ろ
う
！ 

忍耐力を活かし、どんな状況

でもがんばりたい 

 
広島市社会福祉事業団労組/支援員 

 

 支援員という仕事は、答えが

ないところにやりがいがあると

思い、選びました。 

 この1年、体調管理をしっか

い行うことを大事にします。 

 特技は陸上競技の短距離走。

これまで培ってきた忍耐力で、

どんな状況でもあきらめずにが

んばっていきます。  

楽しく、笑顔の多い1年にな

るようがんばります 
   

広島市職員労働組合/保育士 

 

 子どもが好きなのでこの仕事

を選びました。 

 この1年、とにかく仕事を覚

えることを大事にし、休むとき

はしっかり休んで疲れを取りた

いと思います。 

 組合が開催する保育の学習会

に参加したいのでよろしくお願

いいたします。 

写
真
は
、
メ
ー
デ
ー
行
進

の
様
子
や
、
活
気
あ
ふ
れ

る
集
会
の
様
子 

 広島自治労連は、4月以降組合

加入が続いています。新しい仲

間がどんなひとたちなのか、少

しだけ紹介します。 

2024年5月1日 第95回広島県中央メーデー 

労
働
者
の
ア
ピ
ー
ル
で 

活
気
あ
ふ
れ
る
会
場 

 

４
月
21
日(

日)

、
広
島
サ
ン

プ
ラ
ザ
ホ
ー
ル
で
広
島
自
治
労

連
主
催
地
元
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
チ
ー
ム
「
ド
ラ
ゴ
ン
フ
ラ
イ

ズ
」
試
合
観
戦
が
開
催
さ
れ
、

組
合
員
や
家
族
、
友
人
40
人
が

参
加
し
ま
し
た
。 

 

多
く
の
参
加
者
が
初
観
戦
。

コ
ン
サ
ー
ト
会
場
の
よ
う
な
大

音
量
、
試
合
合
間
の
様
々
な
イ

ベ
ン
ト
、
何
よ
り
選
手
の
熱
い

プ
レ
ー
に
圧
倒
さ
れ
、
あ
っ
と

い
う
間
の
２
時
間
で
し
た
。 

 

試
合
は
広
島
の
山
崎
選
手
が

多
数
の
３
ポ
イ
ン
ト
シ
ュ
ー
ト

や
、
倒
れ
な
が
ら
も
シ
ュ
ー
ト

を
決
め
た
り
、
ブ
ラ
ッ
ク
シ

ア
ー
選
手
が
フ
リ
ー
ス
ロ
ー
を

全
く
外
さ
ず
、
得
点
も
多
く
決

め
て
、
83-

71
で
広
島
が
勝
利

し
ま
し
た
。 

 

初
観
戦
で
も
応
援
で
き
る
よ
う
工

夫
さ
れ
、
最
終
ク
ォ
ー
タ
ー
を
迎
え

る
頃
に
は
、
み
ん
な
が
手
拍
子
で
応

援
に
加
わ
り
ま
し
た
。 

 

参
加
者
か
ら
は
「
楽
し
か
っ
た
。

ま
た
来
た
い
」
「
良
い
席
を
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」
「
久
々
に
出

会
う
人
が
い
て
い
ろ
ん
な
話
が
で
き

ま
し
た
」
「
家
族
も
と
て
も
楽
し
ん

で

い

ま

し

た
」
な
ど
の

感
想
が
寄
せ

ら
れ
、
今
後

も
組
合
員
に

喜
ば
れ
る
企

画
を
開
催
し

て

い

き

ま

す
。 

mailto:hjrouren@urban.ne.jp
http://urban.ne.jp/home/hjrouren
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午
前

10

時
か
ら
、
広
島

弁
護
士
会
館
で
「
２
０
２
４

平
和
と
い
の
ち
と
人
権
を
！ 

５
・
３
ヒ
ロ
シ
マ
憲
法
集

会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

今
年
は
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス

ト
・
和
光
大
学
名
誉
教
授
の

竹
信
三
恵
子
さ
ん
を
講
師
に

迎
え
、
「
憲
法
９
条
で
生
活

破
壊
を
止
め
よ
う
」
と
題
し

て
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。 

講
演
で
は
ま
ず
「
戦
争
は

起
き
る
前
か
ら
人
を
殺
す
」

と
い
う
衝
撃
的
な
フ
レ
ー
ズ

か
ら
始
ま
り
、
「
国
家
防

衛
」
の
名
の
下
に
防
衛
費
が

増
額
さ
れ
、
社
会
保
障
が
削

ら
れ
て
い
く
現
状
や
、
９
条

改
憲
へ
の
動
き
が
い
か
に
憲

法
の
人
権
条
項
を
空
洞
化

し
、
女
性
差
別
を
助
長
す
る

の
か
を
、
デ
ー
タ
や
ル
ポ
ル

タ
ー
ジ
ュ
も
含
め
丁
寧
に
お

話
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

そ
の
後
の
質
疑
応
答
で

は
、
公
務
労
働
問
題
を
始
め

と
し
た
多
く
の
質
問
が
あ

り
、
「
憲
法
を
考
え
る
１

日
」
に
ふ
さ
わ
し
い
充
実
し

た
学
び
と
な
る
集
会
で
し

た
。 午

後
２
時
か
ら
は
、
２
０

２
４
年
広
島
憲
法
集
会
「
マ

イ
ラ
イ
フ
マ
イ
ケ
ン
ポ
―
」

が
県
民
文
化
セ
ン
タ
ー
の

ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
、
満
員

と
な
り
ま
し
た
。 

第
１
部
は
詩
人
、
ア
ー

サ
ー
・
ビ
ナ
ー
ド
氏
が
『
ぼ

く

ら

の
「
未

来
」
に
「
自

由
」
は
あ
る
の
か
？-

ア
メ

リ
カ
生
ま
れ
の
詩
人
が
ニ
ッ

ポ
ン
の
こ
れ
か
ら
を
語
り
ま

す-

』
と
題
し
て
講
演
し
ま

し
た
。 

日
本
人
は
「
戦
前
」
「
戦

後
」
と
い
う
単
語
を
使
用
し

た
場
合
、
そ
れ
は
ア
ジ
ア
太

平
洋
戦
争
の
前
、
後
と
判
断

で
き
る
が
、
ア
メ
リ
人
は
朝

鮮
戦
争
、
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
、

イ
ラ
ク
戦
争
と
続
く
た
め
、

日
本
人
の
よ
う
に
、
「
戦

争
」
が
意
味
す
る
感
覚
は
な

い
と
言
わ
れ
ま
し
た
。 

だ
か
ら
こ
そ
、
日
本
の
平

和
憲
法
の
価
値
が
大
き
い
と

力
説
さ
れ
ま
し
た
。 

第
２
部
で
は
、
「
シ
ン
・

主
権
者
っ
て
言
わ
れ
て
も
―

覚
醒
の
時
は
い
つ
？
」
と
題

し
て
、
笑
い
と
風
刺
と
元
気

の
出
る
歌
と
踊
り
の
ミ
ュ
ー

ジ
カ
ル
で
観
客
を
楽
し
ま
せ

ま
し
た
。
岸
田
政
権
は
、
前

政
権
が
強
行
し
た
戦
争
法

（
集
団
的
自
衛
権
の
行
使
容

認
）
を
さ
ら
に
推
し
進
め
る

大
軍
拡
へ
踏
み
出
し
、
私
た

ち
の
平
和
の
う
ち
に
生
存
す

る
権
利
を
危
う
く
し
て
い
ま

す
。 そ

ん
な
大
変
な
時
だ
か
ら

こ
そ
、
私
た
ち
こ
そ
主
人

公
！
と
い
う
、
平
和
と
命
と

人
権
を
支
え
る
憲
法
の
価
値

を
確
か
め
合
い
た
い
と
思
う

内
容
で
し
た
。 

 

４
月
21
日
（
日
）
午
後
、

呉
市
呉
中
央
公
園
ふ
れ
あ
い

広
場
で
「
日
鉄
呉
跡
地
問
題

を
考
え
る
市
民
県
民
集
会
」

が
開
催
さ
れ
、
県
内
外
か
ら

４
０
０
人
が
参
加
し
ま
し

た
。
主
催
は
、
防
衛
省
に
よ

る
「
多
機
能
な
複
合
防
衛
拠

点
」
の
撤
回
を
求
め
、
４
月

７
日
に
結
成
さ
れ
た
「
日
鉄

呉
跡
地
問
題
を
考
え
る
会
」

で
し
た
。 

 

主
催
者
を
代
表
し
て
西
岡

由
紀
夫
共
同
代
表
は
、
呉
の

歴
史
を
紹
介
し
た
う
え
で
、

軍
事
費
43
兆
円
を
使
っ
て
の

今
回
の
一
括
購
入
を
許
さ

ず
、
呉
の
平
和
憲
法
と
言
わ

れ
て
い
る
「
旧
軍
港
市
転
換

法
」
を
活
動
の
礎
に
し
よ
う

と
挨
拶
し
ま
し
た
。 

 

５
名
の
女
性
が
連
帯
あ
い

さ
つ
を
し
ま
し
た
が
、
斎
藤

久
仁
子
さ
ん
（
92
歳
）
は
、

高
校
の
授
業
中
に
軍
転
法
の

住
民
投
票
が
行
わ
れ
、
賛
成

を
投
じ
た
こ
と
を
発
言
さ

れ
、
一
括
購
入
は
戦
争
す
る

目
的
以
外
の
何
物
で
も
な
い

と
強
調
さ
れ
ま
し
た
。 

 

集
会
最
後
に
、
軍
港
・
呉

を
再
び
軍
事
拠
点
を
さ
せ
て

は
な
ら
な
い
・
呉
の
問
題
は

広
島
県
の
問
題
、
撤
回
す
る

ま
で
闘
お
う
と
意
思
統
一
し

終
了
し
、
「
日
鉄
跡
地
の
軍

事
化
反
対
」
「
平
和
産
業
を

呼
び
込
も
う
」
等
と
シ
ュ
プ

レ
し
な
が
ら
呉
駅
ま
で
デ
モ

行
進
し
解
散
し
ま
し
た
。 

「
旧
軍
港
市
転
換
法
」
は

呉
の
平
和
憲
法 

高
校
時
代
に
「
軍
転
法
」
に

賛
成
を
投
じ
た 

「地方自治法改定法

案」オンライン学習会 

 ●6月12日（水） 

 ●19時～20時30分 

 ●講師 
自治労連中央執行委員  

 内田みどりさん 

４
月
14
日
（
日
）
、
広
島
市

市
民
交
流
プ
ラ
ザ
で
「
広
島
県

労
連
パ
ー
ト
・
臨
時
・
会
計
年

度
任
用
職
員
連
絡
会
（
パ
リ
ン

連
）
春
の
学
習
会
」
が
開
催
さ

れ
40
名
が
参
加
し
ま
し
た
。 

学
習
会
で
は
全
労
連
国
際
局

長
の
布
施
恵
輔
さ
ん
が
「
日
本

の
最
低
賃
金
は
な
ぜ
低
い
？
世

界
の
非
正
規
運
動
か
ら

考
え
る
」
と
題
し
て
お

話
さ
れ
ま
し
た
。 

布
施
さ
ん
は
、
現
在
の
欧
米

の
労
働
運
動
の
「
ト
レ
ン
ド
」

は
、
「
非
正
規
労
働
者
を
置
き

去
り
に
し
な
い
運
動
」
で
、
特

に
欧
州
で
は
パ
ー
ト
労
働
者
と

正
規
労
働
者
の
時
給
は
同
額
、

中
で
も
オ
ラ
ン
ダ
や
フ
ラ
ン
ス

は
よ
り
リ
ス
ク
の
高
い
パ
ー
ト

労
働
者
の
時
給
の
方
が
高
額
で

設
定
さ
れ
て
い
る
、
ア
メ
リ
カ

で
は
労
組
結
成
事
態
の
手
続
き

が
複
雑
で
も
ア
マ
ゾ
ン
や
ス

タ
ー
バ
ッ
ク
ス
、
そ
し
て
大
学

院
生
労
働
者
の
組
織

化
も
進
ん
で
い
る
と

報
告
さ
れ
ま
し
た
。 

日
本
で
は
根
強
い
正
規
と
非

正
規
の
差
別
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
差

別
を
複
合
的
に
闘
い
、
世
界
の

「
ト
レ
ン
ド
」
を
日
本
で
も
行

お
う
と
呼
び
か
け
ら
れ
ま
し

た
。 学

習
会
終
了
後
は
本
通
り
青

山
前
で
、
「
最
低
賃
金
全
国
一

律
制
度
」
「
「
最
低
賃
金
は
時

給
１
５
０
０
円
」
を
求
め
る
署

名
行
動
を
行
い
ま
し
た
。 

写
真
右
上
・午
前
の
憲
法
集
会 

写
真
左
下
・午
後
の
マ
イ
ラ
イ
フ
マ
イ
憲
法 

写
真
上
・
藤
井
さ
ん 

写
真
下
・
加
藤
さ
ん 

呉の町をデモ行進 

日鉄呉跡地問題を考える市民県民集会 


